
　佐賀県内での古代印は牟

田寄遺跡から出土したもの

が初例です。九州内をみて

も希少な出土例であるため、平成13年２月に

佐賀市重要文化財に指定されました。現在、

佐賀市文化財資料館で見ることができます。

一口メモ

　「はんこ」は現在の日常生活に欠かすことができ

ないものですが、佐賀市兵庫町にある牟田寄遺跡か

らは平安時代前半ごろ（９世紀〜10世紀）に使われ

ていた古代の銅印が出土しました。

　日本で発見された最も古いものとしては、福岡県

の志賀島で発見された「漢委奴国王」の金印が知ら

れていますが、中国の影響を受け、印の種類や寸法

などを規定し、文書などを確実化し有効化させる手

段のものとして制度が確立したのは奈良時代にな

ってからのことです。

　牟田寄遺跡から出土した銅印は、制度化されて間

もないころに使われていたもので、高さ4.3cm、印面

3.4cm角、重さ105ｇの青銅製です。その特徴は、手で

摘む鈕の部分が花の莟のような形で、紐などを通す

ためと考えられる穴があけられています。また、印

面部分の輪郭は二重になっていて、全国的にみても

珍しいものです。文字の判読や意味については確定

できていませんが、印面が正字としたら、へんとつ

くりが逆転した「朝」、印影が正字としたら「勝」の篆

書体の異体字の可能性があり、人名の一文字を表現

しているとも考えられています。

　このような形の特徴や印面の寸法など

から、この銅印は個人が所有していた「私印」

と考えられます。古代印は役所跡や寺院

跡などから出土することが多いため、所

有者は公的施設に関わりをもっていた人

物であったのかもしれません。
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※この情報は、「市報さが 平成16年9月15日号」に掲載されたものに、平成22年3月に加筆修正を加えたものです。


